
２０１４年１２月２４日　第２１８０回例会　VOL. ４６　No. ２４

■司　　会　副 SAA　 斉藤　善孝

■開会点鐘　会　 長　増田嘉一郎

■斉　　唱　それでこそロータリー　　　
　　　ＳＬ　杉山　雅彦

■出席報告

■本日の欠席者
桜田、鈴木、福村、松本

■他クラブ出席者　　　　　
北澤（横浜緑 RC）、佐藤（真）（地区）

増田、青木、秋内、関口、新川、安藤（公）

（岩沼 RC）

■ゲスト　　　　　
橋野　二郎様（旭警察署署長）

尾方　喜英様（旭警察署調査官）

小林　克生様（旭警察署調査官）

■皆出席者表彰
斉藤　善孝会員　　　７年

■会長報告
１）12 月 20 日のクリスマス例会では、ご家

族をまじえて、非常に楽しい時を過ごすこと

ができました。親睦委員会の皆様に心より感

謝致します。
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「ロータリーに輝きを」

2014-15年度 RI会長／ゲイリーC.K.ホアン　　RI.D2590ガバナー／大野  清一　　横浜旭RC会長／増田嘉一郎

Light  Up  Rotary  

横浜旭ロータリークラブ

２）今日の夜は、クリスマスイヴになります。

クリスマスの由来については、先週のクリス

マス例会で話しましたので、順序は逆になり

ますが、12 月 22 日の冬至の話をしたいと思

います。冬至は二十四節気の 22 番目で、一年

で最も昼が短い日です。今年の冬至は、19 年

に１度の朔旦冬至（さくたんとうじ）にあた

ります。朔旦冬至は、新月（朔、陰暦の１日

の月で目には見えない。）と冬至が重なる日で、

月の復活と太陽の復活が重なる日ということ

で、大変めでたい日です。冬至には、柚子湯

に入り、かぼちゃを食べます。柚子湯につい

ては、融通がきくとか、湯治とか、語呂あわ

せが理由のように言われますが、もともとは、

運を呼び込む前に厄払いをする禊（みそぎ）

です。かぼちゃについても、ビタミン A やカ

ロチンが豊富なので、風邪や中風予防に効果

本日の出席数       29 名会  員  数 　 　 　 35 名

本日の出席率　87.88％ 修正出席率    　  100％
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的だといわれていますが、これもかぼちゃの

ことを南瓜ともいい、北（陰）から南へ向か

う最高の運を呼びこむという意味だそうです。

３）本日は、2014-15 年度上期の最後の例会

です。この上期には、四大奉仕委員会を始め、

各委員会には非常に活発に動いていただきま

した。その他にも、会員名簿の発行や細則の

改正、そして災害対策のためのワーキング・

グループの活動等いろいろな活動が皆様のご

協力で無事進めることができました。心より

感謝しております。各活動の総括は、１年の

最後におこなわさせていただくとして、いよ

いよ次回例会から下期に入ります。下期冒頭

に当クラブ最大のプロジェクトといってもい

い、チャリティコンサートが開かれます。そ

して残る期間は、粛々と過ごすというのが、

当クラブの例年の状況でした。しかし、今年

度は、年明け早々から、情報集会を皮切りと

して、財政改革問題と、会員増強問題に取り

組んでいくことに致しました。会員の皆様に

は、いろいろ頭を悩まし、また肉体的にも動

き回っていただくことになります。下期もま

た、皆様のご協力の程宜しくお願い致します。

上期半年間ありがとうございました。

■幹事報告
ロータリーレート変更のお知らせ

2015 年１月より　１ドル＝ 118 円

■旭警察署より
「旭警察署被害者支援ネットワークについて」
　　　　　　　　　　　　　　　橋野　二郎

　皆様、こんにちは、旭警察署長の橋野です。

皆様方には、平素から警察行政について御理

解と御支援、御協力を賜り、ありがとうござ

います。心より感謝申し上げます。　

　初めに簡単に自己紹介させて頂きます。私

は今年 9/5、秋の人事異動で鎌倉警察署長か

ら当署長に着任致しました。出身地は保土ヶ

谷でありまして、旭区と分区する前からの保

土ヶ谷で生まれ育ちまして郷里に帰ってきた

という思いです。

　それでは、本日は、被害者支援活動につい

て簡単にお話させて頂きます。被害者支援と

は、犯罪の被害に遭われた方や、交通事故に

遭った方、また不幸にして交通事故等で亡く

なられた方の家族等の遺族の方など、直接被

害に遭われた方々と、その家族の方々が犯罪

の被害に遭ったことにより二次的に様々な問

題が生じます。

　例えば、精神的ダメージを受け、その後の

生活に支障が生じ、精神的なショックや身体

の不調などや、マスコミの取材、警察での事

件聴取、裁判所での公判、近隣での噂を気に

したりして、人目を避けるようになったり、

家族、友人などとの人間関係が悪化し、転

職、転居をしなければならない状態に陥った

り、過剰なマスコミ取材や報道によるプライ

バシーの侵害などを受けたりする、いわゆる

二次的被害を受けることがあります。

　また、振り込め詐欺のように経済的被害に

遭われた方も含みます。

　このような被害に遭われた被害者等の被害

の軽減を図るために被害者支援ネットワーク

活動があります。

　当署では現在まで各行政機関、各団体等を

含めて 17 団体の皆様に被害者支援ネットワー

クに加入して頂いておりまして、被害者にもっ

とも身近な機関として被害者等の人権に最大

限の配慮を払い、その尊厳を傷つけないとい

う基本的視点に立ち、被害者等の要望に応え

るための活動を進め、これまで被害者のさま

ざまな要望に対応すべく、警察本部の被害者

支援室やかながわ犯罪被害者サポートステー

ションと連携し、被害者への情報提供をはじ
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め、事件発生直後の支援活動などを実施して

いるところであります。

　具体的な活動としましては、例えば被害者

の心の相談、身体等の医療相談、宿泊施設、

交通機関などの支援であります。被害者の救

済に対する関心は、社会的にも高まっており、

被害者等のための各種支援活動をより一層充

実させることが強く求められております。被

害者の多様なニーズに応えるには、そのニー

ズに密接にかかわる各種機関、団体、企業等

の御支援、御協力が不可欠であります。

　是非、当署の被害者支援ネットワークに加

入して頂き、今後とも警察行政に御理解御協

力の程、宜しくお願い申し上げます。

　結びに、横浜旭ロータリークラブの益々の

ご発展と、ご臨席されています皆様の御健勝

ご多幸を祈念いたします。

■災害復興支援委員会　　　　　安藤　公一

○地区補助金対象プロジェクト報告

12/12 ㈮

旭   : 増田、青木

岩沼 :松尾幹事、大友理事、渡辺理事

12/17 ㈬

旭   : 秋内、安藤（公）

岩沼 :松尾幹事、田中会長エレクト、

　　　渡辺理事

12/19 ㈮

旭   : 関口、新川

岩沼 :小野会長、松尾幹事、長田理事、

　　　渡辺理事

　現地保育所、幼稚園への連絡並びにプレゼ

ント手配、サンタ衣装手配から始まり未だ復

興途上である被災地へも岩沼 RC の方々に案内

して頂きました。何から何までご手配頂いた

岩沼 RC に心より感謝申し上げる次第です。

　現地での子ども達の嬉しそうな笑顔を拝見

し、こちらが元気を貰ってきました。これか

ら復興を支える若い力となっていく人材が健

やかに育っていったほしいと心から思った次

第です。　　　　　　　　　　（会員敬称略）

■青少年奉仕・インターアクト委員会　　　
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　真吾

１）インターアクト海外研修結団式について

　12/23（火）新横浜プリンスホテルにおいて

インターアクト海外研修結団式が開催され参

加してきました。

　2014-15 年度の研修先は台湾で 12/24 ㈬～

27 ㈯の日程です。地区内 IAC19 クラブの内 18

クラブが参加し横浜商科大学高等学校 IAC も

２名が参加します。

２）RYLA（ロータリー青少年指導者養成セミ

ナー）について
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　2014-15 年度「第 31 回 RYLA」が以下の日程

で開催されます。

　地区より各 RC 一人以上の受講生推薦をお願

いしたいとの事です。受講希望のお知り合い

の方がいましたら詳しい研修内容についての

チラシをお渡ししますので佐藤までご連絡下

さい。

日時　2015 年 3 月 14 日㈯～ 15 日㈰

会場　曹洞宗大本山總持寺

　　　（横浜市鶴見区鶴見 2-1-1）

申込締切　2015 年 1 月 20 日㈫ 

■５分間情報　
「10 年の歩み（10 周年記念誌から）」
　　　研修・情報・IT・広報委員会　関口　友宏

　ロータリー情報で、何を話したらいいのか

悩んでいます。ロータリーは、ロータリアン

同士の交流と奉仕活動を通じて学ぶところで、

推し付けがましい情報など面白くないからで

す。

　今日は 10 周年

記念誌から、ク

ラブの歴史を振

り返ってみるこ

とにしました。

　 当 旭 ロ ー タ

リークラブは、

1970 年（昭和 45

年）１月 13 日、

保土ヶ谷ロータ

リークラブを親

クラブとして、26 名の会員で誕生しました。

現増田会長は、初代阿部さん（故人）から数

えて 45 代目になります。

　1980 年（昭和 55 年）３月２日、鶴が峰グリー

ンヒル幼稚園講堂において、クラブ創立 10 周

年記念式典が、伊藤　茂ガバナー・横山幸蔵

旭区長他多数の来賓を迎え、福井実行委員長

(故人 )のもと執り行われました。

　当時の会長は島崎さん（故人鶴が峰グリー

ンヒル幼稚園園長）でしたが、副会長の清水

保さん（故人）が会長を代行しましした。

　記念行事としては、大池子供自然公園に友

愛の日時計（建設費 2,256,355 円）を寄贈、

公園表面入口に現存していますので、ご存知

ない方は、是非ご覧になって下さい。

　当時は会員数が 39 名、平均年齢が 52.1 歳

と今より 15 歳位若く、事務所・例会場ともご

好意で横浜銀行鶴ヶ峰支店内を借用、年会費

は 150,000 円でした。

　職業奉仕は、会員の職場見学（東急車両の

新幹線製造工場等）、社会奉仕は、「ロ－タリー

奉仕の森」の意義ある業績賞受賞、当地に伝

わる曲題目を発掘しての神奈川県無形文化財

の指定、歴史小説家永井路子氏を迎え、「畠山

重忠公と二俣川・鶴ヶ峰」と題した文化講演

会、朝倉蒼生オペラ・コンサート、国際奉仕

は、交換学生デブラケリー・フレイザー（オー

ストラリア）、ミス・ケイト（オーストラリア）

の受け入れ、東京国際大会におけるホームホ

スピタリテイ、青少年奉仕は、横浜一商 IC の

移管の受け入れ、米山奨学会は、奨学生ゴ―

ルデン・バーバラ女史の支援等が、行われて

いました。

■ニコニコ box( 会員敬称略 )

増田嘉一郎／①先週は楽しいクリスマス例会

を過ごさせていただきました。親睦委員会の

皆様、ありがとうございました。②旭警察署

長橋野二郎様、ようこそいらっしゃいました。

これからもよろしくお願いします。

漆原恵利子／①旭警察署長橋野様、尾方様、

小林様ようこそいらっしゃいました。よろし

くお願いいたします。②クリスマス家族親睦

会、お疲れ様でした。

安藤　達雄／①今年の最終例会大変お世話に

なりました。来年もよろしくお願いします。

②旭警察署の皆さんお忙しいところお越し頂

きありがとうございます。

吉野　寧訓／皆様、一年間お疲れ様でした。

岡田　清七／①斉藤会員の卓話、楽しみに聞

かせていただきます。②一年間大変ご指導あ

りがとうございました。寒さ厳しくなります。

健康で良いお年を。③先月ひ孫が誕生しまし
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た。ひ孫も３人になりました。

関口　友宏／皆さん、良い新年をお迎え下さ

い。

太田　勝典／①親睦委員会の皆様、クリスマ

スパーティーご苦労様でした。②斉藤さん、

卓話楽しみです。

倉本　宏昭／①旭警察署長橋野様、尾方様、

小林様ようこそ。②斉藤さん、今日の卓話とっ

ても楽しみです。

吉原　則光／①本年最後の例会、斎藤さんの

卓話楽しみです。よろしくお願いします。②

年男の一年が終わりになりました。感無量と

いうところです。

二宮麻理子／①母の誕生日にお花をいただき

ありがとうございました。②斉藤さん、今日

の卓話楽しみにしています。

兵藤　哲夫／旭警察署長さんの訪問に感謝し

て。

内田　　敏／斉藤善孝さん、本日の卓話楽し

みにしています。

佐藤　利明／①旭警察署長橋野様、幹部の皆

様、本日はお忙しい中有難うございます。よ

ろしくお願いします。②今年中はお世話にな

りました。来年もよろしく。

杉山　雅彦／①妻の誕生祝で素敵なシクラメ

ンを頂き、ありがとうございました。②斉藤

会員、卓話たのしみにしています。③皆様、

良いお年を…。

後藤　英則／①旭警察署長橋野様、尾方様、

小林様ようこそいらっしゃいました。②クリ

スマス例会楽しかったです。③皆様、良いお

年をお迎えください。

秋内　　繁／先日の旭 RC ゴルフコンペで優勝

いたしました。寒さと雨の中、皆さんお疲れ

様でした。

安藤　公一／①クリスマス例会楽しかったで

す。親睦委員の皆様有難うございました。②

斉藤さん、卓話宜しくお願いします。③岩沼

においで頂きました増田会長、青木さん、秋

内さん、関口さん、新川さんお疲れ様でした。

お蔭様でプロジェクト無事終了いたしました。

五十嵐　正／皆様、一年間お世話になりまし

た。どうぞ佳いお年をお迎えください。

佐藤　真吾／①旭警察署より橋野署長はじめ

尾方様、小林様、本日はようこそお越し下さ

いました。②斉藤さん、卓話楽しみです。

田川　富男／今年最終の卓話、斎藤先輩よろ

しくお願い致します。

市川　慎二／①旭警察署長橋野様、尾方様、

小林さま、お忙しい中ようこそお越し下さい

ました。②先日のクリスマス例会では皆様に

大変お世話になりました。後藤さん、佐藤真

吾さん、そして太田さん、有難うございました。

■卓話　国境の島　対馬                   斉藤　善孝

１）対馬の概要

・福岡から北西に 138km、韓国へは最短距離で

　50Km 弱、長崎県に属しますが、交通便のよ

　さもあり、交易、商業的には福岡県との交

　流が活発です。島の大きさは、沖縄本島を

　除いて、佐渡島、奄美大島に次ぐ大きさです。

・朝鮮半島まで最短距離 50km 弱、よく晴れた

　日は朝鮮半島の山並みが望めるほどの距離

　にあるため、古くから大陸との文化的・経

　済的交流の窓口の役割を果たしてきた。

・古代に大陸からの渡来仏が対馬を経由し日

　本本土に渡り、鎌倉時代に大陸から蒙古軍

　が来襲し壮絶な戦場となった。戦国時代末

　期には豊臣秀吉が朝鮮出兵する際に山城が

　築かれ、江戸時代には、朝鮮通信使が対馬

　を経由して朝鮮半島と日本本土を往来し、　

　宗家対馬藩 10 万石が大陸との交易により栄

　華を築いた。

・地政学的にはチョークポイントにあたるこ
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　とから古代より国防上重視され、明治時代

　から、陸軍は対馬警備隊・対馬要塞を置き、

　海軍は対馬周辺海域を防衛する要港部とし

　て浅茅湾に竹敷要港部を置いた。また、明

　治 31 年以降、砲台や保塁も増強された。

・対馬の気候は対馬海流 ( 暖流。黒潮 ( 日本

　海流 ) の分流で、五島列島の西側を通り日

　本海に入る真中にあるため、年平均気温は

　15℃と東京より 1-2°高く概して温暖です。

・平地に乏しく、島の面積の９割近くが山林

　です。標高 200m ～ 500m の急峻な深い山が

　連なり、海岸までせまっています。対馬全

　体がリアス式海岸で、その総延長は 915 ㎞

　と日本最長です。

・過疎問題

　対馬の人口は、昭和 35 年の 69,556 人をピー 

　クとして減少し、昭和 55 年には 50,810 人、

　平成 22 年には 34,116 人まで減少しており、

　50 年間で人口は半減し、年間 400 人から　

　500 人もの人口が減少している。島内には

　大学や短期大学もなく、若者の人口流出が

　著しく、少子高齢化が進んでいる。平成 21
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　年における全人口に対する 65 歳以上の人の

　割合は 28.7% であり、少子高齢化の速度は

　全国平均および長崎県平均より速い。

・産業

　かつての主産業で、あった水産業・林業は

　いずれも不振であり、公共事業も削減され

　て大きな痛手となっている。豊かな自然と

　長い歴史、独自の民族文化等にめぐまれて

　いることから、近年は観光に力を入れてい

　る。

・平成 11 年に厳原港・比田勝港一釜山港間の

　定期船航路開設以降、多くの韓国人が対馬

　を訪れるようになったが、同時に一部の韓

　国人観光客のマナーの悪さが島内のみなら

　ず本土でも取り上げられるようになった。

・平成 19 年度の韓国人観光客による経済効果

　は 21 億 6,000 万円とされ、多くの商店が韓

　国人観光客によって支えられているという

　実態がある。

・韓国資本により対馬の土地の多くが買われ

　ている。特に海上自衛隊対馬防備隊本部の

　隣接地が、韓国資本が日本人名義で土地を

　買収し、リゾート施設を建設したことも明

　らかになり、国防上大きな問題になってい

　る。

２）歴史

・古代から大陸との交流があり、朝鮮半島と

　倭国・倭人・ヤマトを結ぶ交通の要衝であっ

　た。

・白村江の戦い

　663年 (天智 2年 )の白村江の戦い以降、唐・

　新羅の侵攻に備え、664 年には、防人がお

　かれた。667 年には浅茅湾南岸に金田城を

　築いて国境要塞とした。

・元冠

　鎌倉時代の日本は、2 度にわたる元 ( モン

　ゴル帝国 ) とその属国高麗による侵略を受

　けた。対馬はその最初の攻撃目標となり、　

　史上最大の受難を迎えることとなった。

　古戦場小茂田浜。

・ロシア軍艦対馬占領事件

　江戸時代後期の 1861 年 ( 万延 2 年 ) ロシア

　の軍艦ポサドニック号が浅茅湾に投錨し芋

　崎を占拠し、兵舎、工場、練兵場などを建

　設して半年余にわたって滞留した事件、ポ

　サドニック号事件とも呼ばれる

・明治になり日本政府は、イギリス、ロシア

　をはじめとする列強の対馬接近に脅威を感

　じ、国境最前線であった対馬の要塞化をは

　かった。

・日本海海戦では、竹敷港や尾崎港から連合

　艦隊の水雷艇が出撃している。

　上対馬の殿崎などの住民は、海岸に漂着し

　た多くのロシア兵の救命救助をおこない、　

　宿や食糧などを与えている。

・昭和 20 年 10 月 14 日、対馬海峡でひとつの

　悲劇が起きました。九州郵船の旅客船珠丸

　800 トン ( 釜山～対馬～博多航路 ) が触雷・

　沈没し、545 名を超える尊い人命が失われ

　た。珠丸には朝鮮半島・大陸からの引揚者・

　復員軍人等がひしめいていた。

・昭和 20-30 年代は、戦後の対馬がもっとも

　賑わった時代であった。対馬近海は西日本

　屈指の漁場であり、瀬戸内海からも大量の

　漁船がやってきました。厳原には銭湯がい

　くつも営業し、飲み屋が軒を連ねていた。

　また、対馬の山に手つかずに残されていた

　木材も大きな富を生み出した。大手の製紙

　会社が対馬の木材をパルプ用に買い上げ、　

　その利益はサバ魚の利益を凌ぐほどでした。

・基幹産業である漁業の不振と公共事業の削

　減という厳しい情勢の中、対馬の自然・歴

　史を活かした地域振興が模索されるように

　なった。アリラン祭りや、国境マラソン、　

　パラグライディング大会、浅茅湾でのシー

　カヤック体験ツアーなど人気を集めている。

３）私が訪れた観光スポット

・万関橋

　明治 34 年に旧日本海軍が掘った人口の瀬戸

　に架かり、対馬の上下島を結んでいる。

・金田城跡

　白村江の海戦 (663 年 ) に敗れた中大兄皇子
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　が、国の守りの最前線として築かせた日本

　最古級の城跡。国指定の特別史跡。

・芋崎

　幕末にロシアの軍艦ポサドニック号不法占

　拠した岬

・和多都美神社

　彦火火出見尊 ( ひこほほでみのみこと ) と

　豊玉姫命 ( とよたまひめのみこと ) を祭る

　海宮で、古くから竜宮伝説が残されていま

　す。本殿正面の５つの鳥居のうち２つは、　

　海中にそびえ、潮の干満により、その様相

　を変え、遠く神話の時代を偲ばせる神秘的

　な雰囲気を漂わせています。

・烏帽子岳展望所

　リアス式の波静かな浅茅湾を、360 度ぐる

　りと見渡せる展望所。古来より日本と大陸

　を行き来する船たちが通った海域を一望す

　ることができます。

・海神神社

　海の守護神豊玉姫命を施り、対馬国一の宮

　の称があります。神功皇后がこの地に寄ら

　れ、伊豆山の麓に幣を捧げ山雲を拝された

　と伝えられています。

・異国の見える丘展望台

　海上に広がるパノラマは雄大そのもの。

　気象条件に恵まれれば釜山市の街並みが望

　める。

・対馬野生生物保護センター

　環境省の野生生物保護施設。ツシマヤマネ

　コに関する展示物や資料など、野生生物の

　保護・増殖を目的とした研究を行っている。

・韓国展望所

　韓国をイメージして作られた展望所。気象

　条件に恵まれれば釜山市の街並みが望める。

・豊砲台跡

　世界軍縮会議の結果、廃艦となった軍艦「赤

　城」の主砲をこの砲台に据えたので当時は

　世界最大の巨砲でした。

・殿崎日露友好の丘

　日本海海戦 100 周年を記念し、2005 年に建

　設されたレリーフ。日本とロシアの戦いで

　日本が勝利した時、負傷したロシアの水兵

　たちを井戸に案内し、夜は民家へ分宿させ

　るなど、、敵味方を関係なく手厚く看護しも

　てなした。

・小茂田浜神社元冠の古戦場

　元寇軍 33,000 の内、約千騎が小茂田浜に上

　陸、それを迎え撃った宗資国 80 余騎が全滅

　しています。

・竹敷

　海上自衛隊の基地があります。明治時代は

　海軍要港部・水雷艇の基地があり、日清戦争・

　日露戦争の際に活躍しました。

・海栗島

　対馬の北に位置する島。韓国まで直線距離

　で約 4Okm しか離れていない最前線の地。全

　島が航空自衛隊のレーダーサイト基地に　

　なっており、関係者以外は立ち入れない。

■次週の卓話
　2015 年 1/14 ㈬
　　　旭 RC 創立記念卓話
　　　 二 宮　　 登 会 員　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　週報担当　杉山　雅彦


